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第 2 回　カニの豆乳コロッケ

カ
ニ
の
豆
乳
コ
ロ
ッ
ケ
の
材
料

・
カ
ニ
（
こ
の
日
は
加
能
ガ
ニ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
）

・
豆
乳
（
い
つ
も
柳
田
の
豆
腐
屋
さ
ん
か
ら
購
入
し
て
い
ま
す
）

・
じ
ゃ
が
い
も
（
自
家
栽
培
）　

・
タ
マ
ネ
ギ
（
自
家
栽
培
）

・
パ
ン
粉　

・
粉
チ
ー
ズ　

・
卵

私
の
好
き
な
食
べ
物
ベ
ス
ト
３
の
中
に
、
コ
ロ
ッ
ケ
が
あ
り
ま
す
。

ふ
と
コ
ロ
ッ
ケ
屋
を
見
つ
け
た
り
、お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
で
コ
ロ
ッ
ケ
が
あ
る
と
、気
に
な
っ

て
食
べ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

中
で
も
特
に
好
き
な
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
は
、
近
年
の
我
が
家
で
は
豆
乳
を
使
い
、
生
ク

リ
ー
ム
の
も
の
と
は
違
っ
た
味
わ
い
で
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
お
か
ら
コ
ロ
ッ
ケ
や
菜
の
花
コ
ロ
ッ
ケ
、
カ
ボ
チ
ャ
コ
ロ
ッ
ケ
、
き
の
こ
コ

ロ
ッ
ケ
と
、
私
の
「
コ
ロ
ッ
ケ
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
季
節
に
合
わ
せ
た
色
ん

な
コ
ロ
ッ
ケ
が
今
ま
で
食
卓
に
並
び
ま
し
た
。

我
が
家
の
コ
ロ
ッ
ケ
の
特
徴
は
、
ど
の
味
の
コ
ロ
ッ
ケ
も
、
形
は
俵
形
で
あ
る
こ
と
で
す
。

俵
の
大
き
さ
は
少
し
小
ぶ
り
で
、
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
て
も
一
つ
一
つ
の
大
き
さ
に
は
ほ

ぼ
、
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。
母
が
作
る
料
理
の
中
で
、
大
き
さ
が
均
一
だ
と
い
う
の
は
と
て

も
珍
し
い
こ
と
な
の
で
、
こ
の
そ
ろ
っ
た
コ
ロ
ッ
ケ
俵
を
見
る
と
驚
き
と
感
動
を
覚
え
、

な
ぜ
ほ
か
の
物
は
い
つ
も
大
き
さ
が
ま
ち
ま
ち
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
い
ま

す
。
兄
弟
が
い
た
ら
、
コ
ロ
ッ
ケ
以
外
は
大
き
さ
を
巡
っ
て
毎
食
取
り
合
い
に
な
っ
て
い

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
揚
げ
る
前
の
コ
ロ
ッ
ケ
俵
で
す
。

私
が
作
る
と
、
も
う
少
し
大
振
り
で
ふ
く
ら
ん
だ
俵
に
な
る
コ
ロ
ッ
ケ
で
す
が
、
握
り
が

母
の
俵
の
方
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

揚
が
っ
た
後
は
興
奮
し
て
食
べ
る
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
く
な
る
の
で
す
が
、
揚
げ
る
前

の
コ
ロ
ッ
ケ
俵
を
見
て
い
る
と
、
ぜ
い
肉
が
な
く
て
指
の
長
い
、
母
の
手
ら
し
さ
を
感
じ

ま
す
。

そ
れ
は
母
の
陶
房
で
、
素
焼
き
前
の
粘
土
の
陶
芸
作
品
を
見
る
時
に
も
、
同
じ
よ
う
に
感

じ
る
趣
（
お
も
む
き
）
で
す
。

中  乃波木（なか・のはぎ）
昭和 54 年、東京生まれ。13 歳
のときに母親と共に旧柳田村へ
越し、中学の 2 年半を過ごす。
その時の感動が忘れられず、東
京造形大学写真学科へ入学後か
ら能登の写真を撮り始める。卒
業後、広告制作会社の写真部を
経て独立。能登を撮りだして
10 年目の平成 19 年 12 月に初
の写真集「Noto」を出版（FOIL
刊）。現在は能登で暮らしたこ
ろのエッセー「大波小波」を季
刊誌「能登」で掲載するなど活
動の幅を広げている。母、十七
波（となみ）さんは陶芸家とし
て能登町柳田で陶房  眠兎（と
うぼう  みんと）を構え 19 年
目となる。

魅
せ
た

火
消
し
の
心
意
気

【Photo】１月 8 日に行われた能登町消防団出初式終了後、
宇出津港いやさか広場で一斉放水が行われました。消防団員
は冬の寒さをものともせずに空高く放水。集まった観客に火
消しの心意気を披露しました。（11 ページに関連）
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【写真右】「交通事故の加害者にも
被害者にもなりません」と交通安
全宣言をした船本あずささん（小
木中学校卒業）

【写真右下】「家族や社会に対し、
微力ながらも貢献していきたい」
と誓いの言葉を宣誓した赤阪祐美
さん（鵜川中学校卒業）

【写真下】明るい選挙を推進する
ことを宣言した坂下眞一さん（柳
田中学校卒業）

鵜川・瑞穂中学校卒業生能都中学校２組卒業生

能都中学校１組卒業生

平
成
23
年
能
登
町
成
人
式
は
、
1
月
9
日
に
内
浦
第
二
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
１
４
２
人
、
女
性
１
２
６
人

の
計
２
６
８
人
で
、
式
典
に
は
２
１
３
人
が
出
席
。
新
成
人
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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小木中学校卒業生町内在住者

松波中学校卒業生 柳田中学校卒業生
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№ 地
域 団体名 開催場所※施設名は通称

1

柳

田

寺五地区お楽しみ会 寺五集会所

2 石井地区お楽しみ会 石井集会所

3 久田地区お楽しみ会 久田集会所

4 小間生地区お楽しみ会 小間生集会所

5 合鹿地区お楽しみ会 合鹿分館

6 上長尾地区お楽しみ会 上長尾集会所

7 天坂地区お楽しみ会 天坂集会所

8 鴨川地区お楽しみ会 鴨川集会所

9 笹川地区お楽しみ会 笹川集会所

10 当目地区お楽しみ会 当目集会所

11 岩井戸地区お楽しみ会 岩井戸公民館

12

能

都

小垣地区ひまわり会 小垣集会所

13 すずらん会 田町集会所

14 崎山まんてん食堂 崎山山村開発センター

15 たんぽぽクラブ こどもみらいセンター

16 そくさい会 宮地交流宿泊所こぶし

17 鵜川伸生会友愛クラブ 鵜川公民館

18 姫ゆり会 姫交流センター

19 真脇地区お楽しみ会 真脇集会所

20

内

浦

小木ふれあい会 小木活性化センター

21 恋路そくさい会 恋路集会場

22 新保ごしき会 新保会館

23 上集まらしん会 上集会場

24 あつまろう会 四方山集会所

25 松波ふれ愛会 内浦福祉センター

26 向出海辺の会 向出集会所

27 新町ふれあい会 小木活性化センター

28 さわやか会 内浦スポーツ研修センター

29 国重シルバー会 国重集会所

30 まんてん食堂不動寺会 不動寺公民館

31 まんてん食堂白丸 白丸公民館

32 清真わらび会 清真集会所

33 秋吉お楽しみ会 秋吉公民館

34 キリコ橋会 九里川尻集会所

35 市之瀬地区お楽しみ会 市之瀬集会所

36 不動寺地区お楽しみ会 不動寺公民館

能登町高齢者交流会活動団体（平成 22 年度）

寝
た
き
り
・
認
知
症
に
つ
な
が
る

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り

　
「
出
か
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
」「
話
す
相
手
が

い
な
い
」「
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
」
…

　

年
齢
を
重
ね
る
と
共
に
生
活
の
活
動
範
囲
が

狭
く
な
り
が
ち
な
高
齢
者
。家
に
ば
か
り
い
て
、

活
動
的
な
生
活
を
し
て
い
な
い
状
況
が
『
閉
じ

こ
も
り
』
と
呼
ば
れ
ま
す
。『
閉
じ
こ
も
り
』

は
近
年
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
原
因
の
一
つ

と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
『
閉
じ
こ
も
り
』
が
寝
た
き
り
や
認
知

症
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、『
閉
じ
こ
も
り
』
が
『
廃は
い
よ
う用
症
候

群
』
と
呼
ば
れ
る
症
状
を
引
き
起
こ
す
か
ら
で

す
。
廃
用
症
候
群
と
は
、
体
を
動
か
さ
な
い
で

安
静
に
し
て
い
る
と
起
こ
る
心
身
の
機
能
低
下

の
こ
と
。
具
体
的
に
は
①
筋
力
の
低
下
②
関
節

が
固
ま
り
動
き
に
く
く
な
る
③
心
肺
や
臓
器
の

機
能
低
下
④
意
欲
の
低
下
な
ど
の
精
神
的
な
衰

え
―
な
ど
が
、
単
独
で
は
な
く
相
互
に
影
響
し

な
が
ら
発
症
し
ま
す
。

　

健
康
な
人
で
も
、
体
を
動
か
さ
な
い
と
筋
力

の
衰
え
は
意
外
と
早
く
進
行
し
ま
す
。
安
静
に

よ
る
筋
力
低
下
は
1
週
間
で
20
㌫
と
言
わ
れ
、

さ
ら
に
一
度
低
下
し
た
筋
力
を
回
復
さ
せ
る
た

め
に
は
、
か
な
り
の
時
間
を
必
要
と
し
ま
す
。

1
日
の
安
静
で
低
下
し
た
筋
力
の
回
復
に
は
1

週
間
。
1
週
間
の
安
静
に
よ
る
回
復
に
は
1
カ

月
か
か
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
身
近
な
場
所
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
「
場
」
を
つ
く
る

　

廃
用
症
候
群
に
な
っ
て
全
身
の
機
能
が
低
下

し
、
ま
す
ま
す
体
を
動
か
さ
な
く
な
り
症
状
が

悪
化
、
寝
た
き
り
に
な
る
と
い
う
悪
循
環
が
生

ま
れ
ま
す
。
寝
た
き
り
や
認
知
症
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、
高
齢
者
の
『
閉
じ
こ
も
り
』
を
予

防
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

町
は
平
成
17
年
か
ら
「
地
域
高
齢
者
交
流
活

動
推
進
事
業
」
を
実
施
。
高
齢
者
が
気
軽
に
参

加
し
交
流
で
き
る
『
場
』
を
つ
く
る
団
体
（
左

表
）
に
助
成
金
や
専
門
職
員
の
派
遣
な
ど
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
『
閉
じ
こ
も
り
』
予
防
を
進
め
て
い
ま
す
。

地域の力で
閉じこもりを
予防する

シルバーを輝かせる
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「
そ

く
さ
い
か
い
ね
～
（
元
気
で
す

か
と
い
う
意
味
の
方
言
）」
と
声

を
か
け
な
が
ら
、
地
域
の
高
齢

者
が
宮
地
交
流
宿
泊
所
こ
ぶ
し
に
集
ま
っ
て
く

る
。
今
日
は
月
に
2
回
の
高
齢
者
交
流
会
『
そ

く
さ
い
会
』
の
開
催
日
だ
。

　

そ
く
さ
い
会
は
宮
地
・
鮭
尾
地
区
の
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
交
流
会
。
現
在
16
人
が
参
加
す

る
が
、
こ
の
日
は
鮭
尾
地
区
で
行
事
が
重
な
り

宮
地
地
区
の
8
人
が
集
ま
っ
た
。

　
「
一
人
で
は
ど
こ
に
も
遊
び
に
行
け
な
い
の

で
引
き
こ
も
り
が
ち
で
す
。
そ
く
さ
い
会
に
参

加
し
て
、
み
ん
な
の
顔
を
見
な
が
ら
話
を
す
る

こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
」
と
話
す
の
は

木
村
志
ず
子
さ
ん
（
85
歳
）。
早
速
机
を
囲
ん

で
近
況
報
告
を
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
血
圧

と
体
重
の
測
定
を
始
め
た
。
記
録
は
毎
回
つ
け

て
い
る
。「
今
日
は
血
圧
高
い
し
無
理
せ
ん
と
、

明
日
病
院
行
か
ん
な
ん
ね
」
な
ど
お
互
い
の
数

値
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
会
話
も
弾
む
。

　

そ
の
間
に
、
会
を
主
催
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
二
人
が
昼
食
の
準
備
。
地
元
で
採
れ
た
野
菜

を
中
心
に
、
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含

む
食
材
を
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
。
次
の

献
立
を
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
決
め
る
の
も

楽
し
み
の
一
つ
だ
と
い
う
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
と
は
、
全
員
で
ス
ト

レ
ッ
チ
や
体
操
を
す
る
。
食
事
を
食
べ
て
か
ら

も
、
歌
を
歌
っ
た
り
世
間
話
を
し
た
り
と
笑
顔

の
時
間
が
続
く
高
齢
者
交
流
会
。
シ
ル
バ
ー
の

笑
顔
は
、
ゴ
ー
ル
ド
の
よ
う
に
輝
い
て
い
た
。

高齢者交流会
活動事例紹介宮地・鮭尾地区

　『そくさい会』は、平成 20 年 10 月に 3
人のボランティアで立ち上げました。きっ
かけは、宮地小学校卒業生で、県外でケア
マネジャーをしているメンバーの一人か
ら、地域の人たちが引きこもらないよう
に何かできないかと相談を受けたことでし
た。私もこれまで地域の人にお世話になっ
てきました。その恩返しに何かやってみる
かと決意しました。
　チラシを作って各家に説明に回り、最初

に集まったのは 10 人もいませんでしたが、
声かけをしてもらって現在は 16 人にまで
増えました。作った食事を喜んで食べても
らい、一緒に歌を歌ったり、話をしたりと
自分たちもこの会を楽しんでいます。
　これまで継続してきて、皆さんの笑顔と
笑い声が一番うれしいですね。地域の高齢
者が声を出して笑う場所を作ることができ
て満足していますし、これからもずっと続
けていこうと 3 人で話しています。

そくさい会ボランティア

堂坂律子さん・宮地

そ
く
さ
い
会

宮田すいのさん（80 歳）・宮地

　昨年の 5 月から「そくさい会」に
参加しています。ここで教えてもらっ
たストレッチや体操を家にいても実
践するようになり、以前より体を動
かすようになりました。
　月に 2 回、食事を作ってもらって
みんなで一緒に食べることも楽しみ
です。この会を世話してくれるボラ
ンティアの皆さんに感謝しています。

❶協力しながら自分たちで
血圧測定と体重測定を行う。
記録をつけることで健康管
理の意識が高まる。

❷この日は瑞穂駐在所のお
巡りさんが交通安全や振り
込め詐欺について話をした。

❸ストレッチや体操をする
参加者。家でも継続的に行
うことが大切。

❹食事の準備をするボラン
ティアの二人。栄養バラン
スを考えた自然食が中心。

❺みんなで「いただきます」。
会話しながらの食事は、楽
しくておいしい。

❻この日準備された食事。
食材のほとんどは、地元で
採れた野菜やキノコなど。

❶

❹ ❸

❺

❷

❻

あ
な
た
の
地
域
で
も
高
齢
者

交
流
会
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　
役
場
健
康
福
祉
課
で
は
、
会
の
立
ち

上
げ
に
向
け
て
の
支
援
や
活
動
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
人
は

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町
の
支
援
・
助
成
の
対
象
と
な
る
団
体

と
は

（
地
域
高
齢
者
交
流
活
動
推
進
事
業
）

■
対
象
団
体

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
催
し
て
、
お

お
む
ね
月
一
回
以
上
の
会
を
開
催
す
る

団
体
（
約
10
人
以
上
）

■
活
動
内
容

①
高
齢
者
が
多
く
の
人
と
交
流
で
き
る

場
を
設
定
し
、会
食
※
１
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
こ
と

②
地
域
に
開
か
れ
た
交
流
の
場
と
し
て

積
極
的
に
参
加
の
声
か
け
を
行
う
こ
と

③
血
圧
測
定
、
体
重
測
定
な
ど
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と

■
町
の
支
援

①
助
成
金
額　

年
3
万
5
千
円
※
２

②
講
話
、実
技
指
導
な
ど
の
専
門
職
員
、

講
師
の
派
遣
な
ど

問
役
場
健
康
福
祉
課
☎
72
―
２
５
０
４

※１_ 会食は手作りや市販のお弁当など、会によってさまざまです。実施していない団体もあります。
※２_ 平成 22 年度の助成額。予算や団体数によって変更の可能性があります。



102011.2  № 7211

◆
消
防
庁
長
官
表
彰

退
職
消
防
団
員
報
償

山
本
晴
夫（
元
高
倉
副
分
団
長
）

藤
田　

満（
元
上
町
・
部
長
）

川
端
清
志（
元
三
波
・
部
長
）

中
下
英
幸（
元
不
動
寺
・
班
長
）

濱
上
芳
人（
元
宇
出
津
第
２
・
団
員
）

◆
石
川
県
知
事
表
彰

功
労
章

上
野
達
二（
神
野
分
団
長
）

永
年
勤
続
功
労
章

坂
森
良
伸（
白
丸
・
分
団
長
）	

上
井
久
男（
小
間
生
・
部
長
）	

平　

康
治（
上
町
・
部
長
）	

元　

正
昭（
鵜
川
・
班
長
）	

上
野　

昇（
上
町
・
班
長
）	

加
原
武
志（
松
波
・
班
長
）	

井
田
茂
次（
三
波
・
団
員
）	

吉
中
伸
一（
山
田
・
団
員
）	

石
田
重
義（
山
田
・
団
員
）

田
中
研
治（
消
防
士
長
）

◆
能
登
町
長
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

薮　

幸
浩（
白
丸
・
副
分
団
長
）	

脇
田　

剛（
小
間
生
・
班
長
）

堂
前
利
昭（
小
間
生
・
班
長
）

山
口
竜
次
郎（
秋
吉
・
団
員
）	

藤
村
真
行（
柳
田
・
団
員
）

林　
　

誠（
小
木
・
団
員
）

橋
本　

章（
不
動
寺
・
団
員
）

山
本
祐
圓（
不
動
寺
・
団
員
）

松
島
徳
造（
小
間
生
・
団
員
）	

豊
若
幸
介（
白
丸
・
団
員
）

優
良
団
員
表
彰

畑
下
圭
吾（
秋
吉
・
団
員
）	

中
村　

昇（
三
波
・
団
員
）	

金
田
政
夫（
小
木
・
団
員
）	

坂
口
貴
紀（
小
木
・
団
員
）	

平
山
章
樹（
小
木
・
団
員
）	

花
井
幸
広（
岩
井
戸
・
団
員
）	

加
世
田
美
津
也（
上
町
・
団
員
）	

芦
田
正
志（
上
町
・
団
員
）	

干
場　

努（
上
町
・
団
員
）	

新
谷　

篤（
上
町
・
団
員
）	

須
磨
照
秋（
上
町
・
団
員
）	

川
﨑
裕
行（
宇 

出 

津 

第 

１
・
団
員
）

中
谷
光
裕（
不
動
寺
・
団
員
）	

田
端
文
之（
小
間
生
・
団
員
）	

上
田
尚
憲（
小
間
生
・
団
員
）	

高
倉　

隆（
白
丸
・
団
員
）	

磯
部
貴
之（
白
丸
・
団
員
）	

濱
畠
和
昭（
白
丸
・
団
員
）	

横
井
将
大（
松
波
・
団
員
）	

井
口
豊
勝（
松
波
・
団
員
）	

牧
野
智
和（
松
波
・
団
員
）	

退
職
団
員
感
謝
状

松
谷
俊
雄（
元
上
町
・
副
分
団
長
）

山
本
晴
夫（
元
高
倉
・
副
分
団
長
）

濱
上
芳
人（
元
宇
出
津
第
２
・
団
員
）

消
防
団
雇
用
事
業
所
感
謝
状

朝
倉
宏
太

　

朝
日
建
物
株
式
会
社

◆
消
防
団
長
表
彰

精
勤
章	

時
長
弘
志（
三
波
・
団
員
）

河
野
芳
秀（
三
波
・
団
員
）

干
場
智
央（
高
倉
・
団
員
）

澤
田
和
哉（
柳
田
・
団
員
）

徳
田
啓
一（
岩
井
戸
・
団
員
）

向
峠　

昴（
岩
井
戸
・
団
員
）

上
野
仁
寛（
宇 

出 

津 

第
２
・
団
員
）

紙
子
輝
芳（
宇 

出 

津 

第
１
・
団
員
）

竹
原
正
生（
宇 

出 

津 

第
１
・
団
員
）

磯
部
勇
気（
白
丸
・
団
員
）

◆
新
入
団
員

本
谷
真
澄（
高
倉
）

佐
藤
正
和（
鵜
川
）

影
田　

峰（
鵜
川
）

坂
下
真
也（
鵜
川
）

寅
松
大
輔（
小
木
）

石
川
直
哉（
小
木
）

石
川
裕
弥（
小
木
）

時
長
大
和（
宇
出
津
第
２
）

玉
地
正
幸（
宇
出
津
第
２
）

鹿
渡
謙
吾（
宇
出
津
第
２
）

井
上
亮
太（
宇
出
津
第
１
）

辻
本　

勉（
宇
出
津
第
１
）

尾
谷
真
悟（
宇
出
津
第
１
）

出
村
俊
幸（
山
田
）

新
田
俊
幸（
白
丸
）	

消
防
団

出
初
式

　

平
成
23
年
能
登
町
消
防
団
出
初
式
は
、
1
月
8
日
に

能
都
体
育
館
で
行
わ
れ
、
団
員
約
３
０
０
人
が
安
心
安

全
な
町
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
宇
出
津
港
い
や
さ
か
広
場
で
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
観
客
に
火
消
し
の
心
意
気
を
披
露

し
ま
し
た
。 TAX所得税

・
町
県
民
税

申
告
は
お
早
め
に

平
成
22
年
分
所
得
税
、
平
成
23
年
度
町
県
民
税
の
申
告
受
け
付

け
は
２
月
16
日
㈬
か
ら
３
月
15
日
㈫
ま
で
で
す
。

申
告
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
、
期
限
内
に
申
告
で
き
る
よ
う
に
準

備
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
☎
62
ー
８
５
０
５

◆
町
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
、
能

登
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
20 

歳
以
上
の
人
に
申
告
書
が
配
布
さ
れ

ま
す
。
申
告
は
国
民
健
康
保
険
税
と

介
護
保
険
料
、
長
寿
（
後
期
高
齢
）

医
療
保
険
料
な
ど
の
申
告
も
兼
ね
て

い
ま
す
。

　

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
軽
減

措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
昨
年
収
入
が
な
か
っ
た
人

も
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

※
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
、
お

待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申告に必要なもの

申告会場へ行く前に忘れ物がないかチェックしましょう！

□印かん（認め印）

□配布された町県民税申告書（税務署から「確定申告の

　お知らせハガキ」が送付された人はそのハガキも）

□平成 22 年中の収入の分かる書類（給与・報酬・賃金・

　年金のある人は源泉徴収票。なくした人は再発行して

　もらいましょう）

□生命保険料・地震保険料控除などを受ける人は控除証

　明書

□国民年金保険料などを申告する人は納付額の証明書ま

　たは領収書

□障害者控除を受ける人は障害者手帳・療養手帳など確

　認できるもの

□医療費控除を受ける人は医療費の領収書、補てんされ

　る金額の明細書

□住宅借入金等特別控除を受ける人はその必要書類

□所得税の還付を受ける人は本人名義の金融機関名、口

　座番号がわかるもの

※輪島税務署による確定申告相談会
　パソコンを利用した「確定申告相談会」を２月 22 日㈫、23
日㈬能都庁舎４階ホールで開催します。この機会に e-Tax を体験
して、e-Tax の便利さを実感してください。申告相談会は、北陸
税理士会輪島支部の協力で各パソコンに 1人操作補助者が付き
ますので、パソコン操作に不慣れな人でも心配ありません。（相
談会で使用するパソコンでは、電子証明書付住基カードがない人
も e-Tax による申告が可能ですのでお気軽にお越しください）

「e-Tax」を利用する人にもおすすめ！
　「確定申告書等作成コーナー」で作成したデータは、e-Tax（電
子申告）を利用して提出できます。

「e-Tax」を利用して申告すると
①最高 5,000 円税額控除（電子証明書付住基カードを取得した人）

　所得税額から最高5,000円の控除を受けることができます。（平
成 19年分～ 21 年分の確定申告でこの控除を受けた人は、受け
られません）
②添付書類の提出省略
　医療費の領収書や源泉徴収票等の提出または提示を省略するこ
とができます。（確定申告期限から３年間、書類の提出または提
示を求められることがあります）
③還付金がスピーディー
　e-Tax で申告された還付申告は、早期処理しています。（３週
間程度に短縮）

国税庁ホームページ　www.nta.go.jp
問輪島税務署☎ 0768-22-2241

◉申告受付スケジュール
【全地区】能都庁舎２階ロビー

　2 月 16 日～ 3 月 15 日（9:00 ～ 16:00）
【小木地区】小木支所

　2 月 16 日～ 2 月 28 日（9:00 ～ 16:00）
【柳田地区】情報センター 1 階会議室

　3 月 1 日～ 3 月 15 日（9:00 ～ 16:00）
【内浦地区】内浦庁舎 3 階第 1 会議室

　3 月 1 日～ 3 月 15 日（9:00 ～ 16:00）
月 日 曜

2

16 水 【高倉地区】高倉出張所
9:30 ～ 16:00

17 木 【白丸地区】白丸公民館
9:30 ～ 16:00

18 金 【神野地区】神野公民館
9:30 ～ 16:00

19 土
20 日

21 月 【鵜川地区】鵜川支所
9:30 ～ 16:00

22 火 ※輪島税務署相談（能都庁舎）
9:30 ～ 16:00

23 水 ※輪島税務署相談（能都庁舎）
9:30 ～ 16:00

24 木
【瑞穂地区】瑞穂公民館

9:30 ～ 16:00

25 金 【不動寺地区】不動寺公民館
9:30 ～ 16:00

26 土
27 日
28 月

3

1 火
2 水
3 木
4 金
5 土 休日受付（能都庁舎）9:00 ～ 16:00
6 日 休日受付（能都庁舎）9:00 ～ 16:00
7 月
8 火
9 水

10 木
11 金
12 土
13 日 休日受付（能都庁舎）9:00 ～ 16:00
14 月
15 火
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2011 年

アナログテレビ放送終了に備える
～その④～

パラボラアンテナを設置しない場合
「ＮＨＫ衛星契約」を「地上契約」に変更する必要があります
　能登町有線テレビでは、放送のデジタル化に伴い 2011 年 3 月末で衛星アナログ放送を停止します。
引き続き衛星デジタル放送を視聴するには、デジタル放送対応テレビのほかに衛星パラボラアンテナ
が必要になります。

〈変更手続き〉
○役場各サービス室、支所、出張所に NHK 受信契約の変更にかかる書類を 2 月 1 日から配置しますので、
　3 月 31 日までに手続きを完了してください。
○記入した書類は、備え付けの「NHK 封筒」に入れて、各窓口へ提出してください。後日まとめて、
　NHK へ送付します。
　→ 4月分から地上契約になります。すでに 4月分以降を支払いされている場合は、衛星料金分の返
　　金があります。

〈臨時手続き窓口の場合〉
○次の日程で NHK 担当者による臨時手続き窓口を設置します。書類だけでは分かりにくいという人
　や直接手続きをしたい人は、ぜひご利用ください。

臨時手続き窓口設置場所 日　　程
　柳田庁舎：情報センター 1 階会議室 2 月 22 日㈫　　11:00 ～ 16:00
　内浦庁舎：3 階委員会室 2 月 23 日㈬　　11:00 ～ 16:00
　能都庁舎：1 階集会室 2 月 24 日㈭　　11:00 ～ 16:00

〈手続きに必要なもの〉
　①認め印
　②返金の口座が分かる通帳など（口座振替で受信料を払っている人は必要ありません）
　③契約状況が分かる NHK からの書類など（なくても手続き可能）

詳しいことや分からないことがありましたら、下記までお問い合わせください。
問 NHK 受信契約について：NHK 金沢放送局営業部☎ 076-264-7010（平日 9:30 ～ 18:00）
　有線テレビについて：役場広報情報推進課☎ 76-8301

▼ 2011 年 4 月以降の受信設備の状態（現在ＮＨＫ受信契約が衛星契約の世帯 ※）

パラボラアンテナ

設置した

パラボラアンテナの設置なし

手続きの必要はありません

衛星放送が受信できなくなります。
ＮＨＫ受信契約を「衛星契約」から「地上契約」
へ変更する手続きが必要です。

※参考：NHK 放送受信料額（口座振替）

2 カ月払 6カ月前払 12カ月前払

地上契約 2,690 円 7,650 円 14,910 円

衛星契約（地上契約含む） 4,580 円 13,090 円 25,520 円

ノトリア

いしりの
白能登フォンデュー

白能登サラダ

能登もち

のとろこてん

能
登
高
校
生
が
地
元
産
食
材
な

ど
を
使
っ
て
考
案
し
た
「
能

登
と
ミ
ル
ク
の
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
」

５
品
を
、
今
月
か
ら
能
登
町
内
の
複

数
の
飲
食
店
な
ど
で
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
㈳
全
国
農
協
乳
業
協
会
に

よ
る
取
り
組
み
で
、
ゼ
ミ
合
宿
の
誘

致
を
行
っ
て
い
る
能
登
町
地
域
活
性

化
推
進
協
議
会
（
谷
内
治
朋
会
長
）

が
、
学
習
院
大
学
の
上
田
隆
穂
教
授

か
ら
話
を
い
た
だ
き
町
内
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
昨
年

11
月
5
日
に
は
役
場
能
都
庁
舎
で
試

食
会
を
行
い
、
各
事
業
者
へ
の
紹
介

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

 

「
能
登
と
ミ
ル
ク
の
コ
ラ
ボ
メ
ニ

ュ
ー
」
は
、
町
内
の
複
数
の
外
食
・

宿
泊
店
舗
で
提
供
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
小
売
店
で
は
レ
シ
ピ
の
公
開
や

食
材
の
広
告
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

各
家
庭
に
も
メ
ニ
ュ
ー
が
普
及
す
る

こ
と
で
、
地
元
産
食
材
の
一
層
の
消

費
拡
大
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

能
登
町
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会

で
は
、
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
石
川
県
全

域
や
日
本
全
国
へ
と
展
開
し
て
い

き
、
能
登
町
の
知
名
度
向
上
や
地
域

活
性
化
の
ほ
か
、
能
登
高
校
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
げ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

   能登高生が考案した「地域メニュー」の
   提供店舗・施設※
外食店舗：焼肉・居酒屋あさひ、国民宿舎能登うしつ荘、

柳田植物公園レストラン PICCORO

小売店：かくだストア、スーパーどんたく（宇出津店）

医療施設：柳田温泉病院

宿泊施設：田の浦荘

※ 1 月 17 日時点での提供店舗・施設を記載しています。店舗・施
設により取り扱いメニューの内容や実施時期は異なります。協議
会では、能登高生が考案した地域メニューを提供してくれる店舗
などを募集していますので、お気軽にお問い合わせください。

　　　　問能登町地域活性化推進協議会事務局
　　　　　　　　　　（役場ふるさと振興課内）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 62-8532

　    
能
登
高
生
が
考
え
た

　   
地
域
メ
ニ
ュ
ー

  
今
月
か
ら

 

町
内
で

販
売
開
始
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能登町立小中学校適正配置基本方針（案）を策定しました

　少子高齢化が進む能登町の児童生徒数は、20 年前を 100 とした場合、児童数で 34.2、生徒数で 35.8 まで激減し、全
町的に小・中学校の小規模化が進んでいます。
　学校の小規模化が進むと、子ども同士の深いつながりや一人一人の実態に即した指導ができるなどの効果がある一方、
人間関係の固定化や切

せ っ さ た く ま

磋琢磨する機会の減少、十分な教職員配置がされないなどの課題も指摘されています。
　こうした課題を解消するため、町および教育委員会では「町の将来を担う子どもたちのより良い教育環境の整備」を基
本に、「地域における学校の役割」も十分に考慮した教育環境の整備のための「能登町立小中学校適正配置基本方針及び
実施計画」（案）を策定しました。その概要をお知らせします。

　過小規模校における課題への取り組みが急がれる状況から「能登町の状況に応じた教育・学習・学校経営等の観点から
適正規模適正配置」について検討を行いました。

　適正配置の方針を次のように設定し、実施目標年度をめどに計画を進めます。
　※下表の数値は児童・生徒数。H22、H23 は H22.11.1 現在および見込み。H24 以降は H22.5.1 現在の人口を基に作成しています。

○真脇小、鵜川中の順に学校・保護者、地区住民の皆さんに説
　明会を開催しますので、ご協力をお願いします。
○合意形成が得られた学校については、円滑な移行準備を進め
　ていきます。

能登町学校適正配置推進本部（町長部局・教育委員会）が策定しました「学
校適正配置基本方針及び実施計画」（案）について、皆さんのご意見をお
寄せください。
学校適正配置に関する詳しい資料は能登町ホームページをご覧ください。

【募集期間】2 月 1 日㈫～ 2 月 14 日㈪　問教育委員会事務局☎ 72-2509

１学級　４０人
１学年　（小）２学級以上
　　　　（中）４学級以上

　国が定める適正規模を能登町にあてはめると小学校２校、中学校１校となり、通学距離の拡大や地域の活力の衰退など
課題が大きいことから、「町独自の適正規模・適正配置の基準」を次のとおり定めました。

小学校　２校
中学校　１校

能登町にあてはめると ◎適正規模
×適正配置
　（通学距離や地域性の問題）

町独自の
適正規模・適正配置

の基準が必要

適正配置の必要性

適正規模・適正配置の基準

学校適正配置方針と実施時期

今後の予定 あなたのご意見をお寄せください

児童生徒数と学校規模

過小規模校の課題

保護者アンケートの結果（抜粋）　１クラスあたりの人数

能登町教育委員会

「能登町学校適正配置基本方針
  及び実施計画」策定

能登町立小・中学校教育環境づくり検討委員会
町立小・中学校の適正規模・適正配置に関する基本的な
考え方および具体的な方策（保護者・児童生徒・教職員
対象のアンケート調査を実施）

【平成 21 年 7 月～平成 22 年 8 月】

町長部局・教育委員会

能登町学校適正配置推進本部

諮問 H21.7.13

答申 H22.8.10

・校長会からの意見
・町議会教育民生常任委員会に提示
・町議会全員協議会に提示

平成 2 年 平成 22 年 平成 28 年
小学校 2,217 759 605
中学校 1,301 466 344
　計 3,518 1,225 949
増減率 ― ▲ 65.2％ ▲ 22.5％

学校規模 学級数 小学校 中学校
適正規模 12 ～ 18 該当校なし 該当校なし

小  規  模 6 ～ 11
宇出津小（231）  鵜川小（67）
柳田小（161）　  小木小（100）
松波小（166）

能都中（181）

過小規模 ～ 5 真脇小（34） 鵜川中（43）　柳田中（87）
小木中（63）　松波中（92）

（　）内：児童生徒数（H22.11.1 現在）

○実態に即したきめ細やかな指導
○子ども同士の深いつながり

○人間関係の固定化　○部活動の限定　○切磋琢磨する機会の減少
○限られた教職員配置　○教育活動への支障

効果 課題

過小規模校以外
でも実現可能

課題解消には
一定規模が必要

適正規模・適正配置
が必要

　学校の適正規模と適正配置について、保育園児、小学生、中学生を持つ保護者の意識を把握し、子どもたちの良好な教育環境を実現するため
の基本的な考えとそれに基づく計画の策定に反映させることを目的として調査したものです。（1,454 世帯　回収率 85.6％）

○１クラスあたりの望ましい人数を問う設問に対して「20 ～ 30 人程度」が適当であると回答した人が 7 ～ 8 割
小学校の児童数は、法令では「1 学級 40 人以下とする」こととなっていますが、あなたはどの程度が望ましいと思われますか。

1 学級あたり 10 人程度 15 人程度 20 人程度 25 人程度 30 人程度 35 人程度 40 人程度 その他 不明

全体
人 20 77 385 236 376 79 52 2 17
％ 1.6 6.2 30.9 19.0 30.2 6.3 4.2 0.2 1.4

中学校の生徒数は、法令では「1 学級 40 人以下とする」こととなっていますが、あなたはどの程度が望ましいと思われますか。
1 学級あたり 10 人程度 15 人程度 20 人程度 25 人程度 30 人程度 35 人程度 40 人程度 その他 不明

全体
人 9 64 330 201 428 130 62 1 19
％ 0.7 5.1 26.5 16.2 34.4 10.5 5.0 0.1 1.5

※保護者・児童生徒・教職員のアンケート結果については、能登町ホームページ（http://www.town.noto.lg.jp）をご覧ください。

■国が定める適正規模（小・中学校とも）

■町の適正規模・適正配置基準

（１）小学校
適正規模 能登町における適正規模（１学年１０人～）を基本とする。※ 地域における学校の役割も考慮する。
適正配置 地域の変遷、町全体の学校位置を考慮した５地区（宇出津・鵜川・柳田・小木・松波）とする。

※最低限の教職員配置が望めない小学校は、地理的、コミュニティーとしての成り立ち、地域の実情や今後の行政施策などを考慮して近隣の小学校へ統合。

（１）小学校適正配置の実施年度（拠：地域の拠点校位置）
地域 小学校名 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

能都

宇出津（拠）
231 227

真脇
34 29 235 234 234 227 216

鵜川（拠）
67 70 70 61 58 63 65

柳田 柳田（拠）
162 161 160 145 140 136 130

内浦
小木（拠）

100 94 89 81 84 80 71

松波（拠）
165 168 152 146 143 132 123

（２）中学校適正配置の実施年度
地域 中学校名 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

能都
能都

181 163 162 150

鵜川
43 35 40 41 171 147 141

柳田 柳田
87 78 81 86 85 84 76

内浦
小木

63 62 52 54

松波
92 75 86 84 141 131 127

※中学校における「地域の拠点校」については、関係校の生徒数の動向および地域の生活形態などを考慮して決定します。

（２）中学校
適正規模 能登町における適正規模（１学年 2 ０人～）を基本とする。
適正配置 通学時間（片道）がおおむね１時間以内となる旧３町村（能都・柳田・内浦）を基本とする。

H24 に実施予定

H26 に実施予定

H26 以降に実施予定
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町
職
員
の

給
与
等
の

あ
ら
ま
し

町職員の給与は、人事院勧告に基づいて行われる国家公務員
の給与に準じて条例案が作られ、町議会の議決を経て支給
されています。

　行政の透明性を確保し、町民の皆さんに一層のご理解をいただく
ため、職員に支給している給与等のあらましをお知らせします。

１．人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口

（21 年度末）
歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

20 年度の
人件費率

21 年度 21,242 人 15,636,394 千円 122,045 千円 2,677,960 千円 17.1％ 17.0％

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

区分
職員数

Ａ
給与費（職員手当には退職手当を含まない） 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

21 年度 282 人 1,070,191 千円 92,042 千円 401,903 千円 1,564,136 千円 5,546 千円

３．職員の初任給の状況（22 年 4 月 1 日現在）

区分
初任給月額

能登町 石川県 国

一般行政職
大  学  卒 172,200 円 172,200 円 172,200 円

高  校  卒 140,100 円 140,100 円 140,100 円

技能労務職 高  校  卒 137,200 円 ー ー

５．一般行政職の級別職員数の状況（22 年 4 月 1 日現在）

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

職　名
主事
技師

主事
技師

主幹
係長
主査

課長補佐
主幹

課長
課参事

課長

職員数 11 人 35 人 80 人 44 人 19 人 18 人

構成比 5.3％ 16.9％ 38.6％ 21.3％ 9.2％ 8.7％

（注）能登町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

６－①期末・勤勉手当（22 年度）

区分 能登町 国

支
給
率

期末手当 2.60 月分 2.60 月分

勤勉手当 1.35 月分 1.35 月分

計 3.95 月分 3.95 月分

加算措置 職制上の段階、職務の級などによる

６－②退職手当（21 年度）

区分 自己都合 勧奨定年

支
給
率

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度 59.28 月分 59.28 月分

平均支給額 20,460 千円

加算措置 定年前早期退職の場合 2 ～ 20％加算

６－③扶養・住居・通勤手当　国の基準と同じ

６－④時間外勤務手当（普通会計）

21 年度
支 給 総 額 16,245 千円

職 員 1 人 当 た り 支 給 年 額 57 千円

６－⑤特殊勤務手当（21 年度・普通会計）

区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 29.4％

支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 55 千円

手当の種類（手当数） 7 種類

７．特別職の報酬等の状況（22 年度）

区分 月額 期末手当

給料
町　長
副町長

790,000 円
（820,000 円）

570,000 円
（590,000 円）

6 月期　1.45 月
12 月期　1.50 月

計　2.95 月

報酬
議　長
副議長
議　員

275,000 円
245,000 円
225,000 円

6 月期　1.45 月
12 月期　1.50 月

計　2.95 月

（注）町長および副町長の（　）内は減額措置を行う前の金額

８．給与水準（ラスパイレス指数※）

区分 21 年度 22 年度

能登町 89.9 89.7

県内町 88.3 89.0

全国町村 94.6 95.1

９．部門別職員数の状況（4 月 1 日現在）

区分
職員数

前年比
21 年度 22 年度

一般行政

議会
総務
税務
労働

農林水産
商工
土木
民生
衛生

4
83
17

2
20

9
15
75
31

4
82
16

2
16

8
15
69
32

0
△ 1
△ 1

0
△ 4
△ 1

0
△ 6

1
小計 256 244 △ 12

特別行政 教育 38 34 △ 4

公営企業
等会計

病院
水道

下水道
その他

142
12

8
20

135
11

7
18

△ 7
△ 1
△ 1
△ 2

小計 182 171 △ 11

合計 476 449 △ 27

１０．定員適正化計画

①適正な定員管理
　徹底したスクラップ・アンド・ビルドにより、総数の増
加を極力抑制するなかで、政策の変化や業務量の変化に応
じた職員の適正配置に努めています。

※国を 100 としたもの

４．職員の平均給料月額および平均給与月額の状況（22 年 4 月 1 日現在）

区　分

能登町 国

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.8 歳 316,084 円 341,312 円 41.9 歳 325,579 円 395,666 円

技能労務職 51.3 歳 258,764 円 273,802 円 49.3 歳 284,514 円 322,291 円

６．職員手当の状況

②採用・退職の状況

区分
19 年度
（人）

20 年度
（人）

21 年度
（人）

22 年度
（人）

前年度
退職者等

行政職等 27 41 29 31
医療職 12 12 12 10

新　規
採用等

行政職等 11 0 6 9
医療職 5 9 8 5

年度当初職員数 547 503 476 449
前年比 △ 23 △ 44 △ 27 △ 27
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　能登交通安全協会が行う交通安全祈願祭は 1月 11 日、宇出
津の白山神社で行われました。祈願祭には、交通安全協会員や
能登安全運転者協議会員ら関係者約 30人が参加。今年一年の
交通安全を祈りました。
　神事が執り行われた後、能登交通安全協会の新平悠紀夫会長
は「今年一年が死亡事故のない年になるよう皆さんのご協力を
お願いします」とあいさつ。寺西能登警察署長は「反射材着用
の普及をさらに呼びかけていきたい」と話し、死亡事故ゼロに
向けて決意を新たにしていました。

交通死亡事故「ゼロ」を目指して
交通安全祈願祭 勇壮な太鼓を披露する保存会員

弥栄太鼓初打ち奉納

　毎年 1月 7日の午前 0時から行われる弥栄太鼓（町指定無
形民俗文化財）の初打ち奉納。今年も宇出津八坂神社には約
100 人が初詣や見物に訪れ、保存会員による勇壮な太鼓に魅了
されました。
　弥栄太鼓保存会は昭和 47 年 4月に結成され、今年で 39 年
目を迎えました。現在は会員約 20人が所属し、県内外で保存
継承活動を続けています。保存会長の本谷順一さんが「皆さん
の今年一年のイヤサカを祈願し初打ちを奉納します」とあいさ
つした後、会員らは力強いバチさばきを披露しました。

一年のイヤサカを祈る初打ち

一年間の交通安全を祈願する参列者

1 月
水木由一さん宅のビニールハウスから搬出する NPO メンバー

のとキリシマの魅力を首都圏へ
のとキリシマツツジを大船植物園へ搬送

　のとキリシマツツジの保護活動に取り組むＮＰＯ法人「のと
キリシマツツジの郷」は 1月 12 日、神奈川県立フラワーセン
ター大船植物園で開く「のとキリシマツツジ展」に向け、のと
キリシマツツジの盆栽と苗木をトラックに積み込みました。
　首都圏での展示会は、昨年３月の新宿御苑（東京都）に続い
て２回目。のとキリシマツツジを能登の魅力として発信し、交
流人口拡大などにつなげることが狙いです。大船植物園での展
示会は３月１日から６日までで、５日午後にはシンポジウムが
開かれます。

　屋内テニスコート「WAVE のと」の完成 20周年を祝う記念
事業が、1月 22日と 23日に開催されました。
　22 日は、よさこいやダンスのほか、キッズテニスや初心者
テニス教室、ボレー大会など、さまざまなイベントが開催。会
場内には、フリーマーケットや足湯、ネイルケアなどのお店も
出店し、にぎわいを見せていました。
　22 日午後からは町民エンジョイテニス大会、23 日には 20
周年記念テニス大会も開催され、テニス愛好家らが日ごろの練
習の成果を発揮して熱戦を繰り広げていました。

テニスの町を支え続けて 20 年
WAVEのと20周年記念事業

　12月 18 日、「クリスマスの ECOキャンドルづくり」が宮地
交流宿泊所こぶしで行われ、参加者 12人が家庭から出た廃食
用油でカラフルなロウソクを作りました。
　エコキャンドルは、油を温めながら凝固材を入れ、クレヨン
で装飾した後、芯の付いた容器に流し込んで冷ませば出来上が
りです。参加者からは「家庭でもやってみよう」などと好評で
した。キャンドルづくりの後は、身近にある資源のクイズなど
をしながら、木質ペレットで焼いたホットケーキでクリスマス
会を行い、バイオマスについて理解を深めました。

エコキャンドルに火をともす参加者

廃食用油をキャンドルに再生
バイオマスで止めよう地球温暖化！

エコなお菓子作りを体験する参加者

バイオマスで止めよう地球温暖化！

　「調理野菜くずを使った ECOお菓子づくり」は 1月 15日、
宮地交流宿泊所こぶしで行われ、参加者 15人が家庭から出る
野菜くずや豆腐のおからを使ってお菓子を作りました。
　普段は捨ててしまうニンジンの皮をミキサーですりつぶし、
クッキー生地に混ぜて焼くだけで野菜クッキーができること
や、お豆腐屋さんから沢山出るおからをフライパンで炒り、ホッ
トケーキミックスと混ぜて油で揚げれば、おからドーナツがで
きることを学びました。参加者からは「家庭でも簡単に作れる
のでお母さんに教えよう」という声も聞かれました。

野菜くずからおいしいおやつ

参加者全員でジャザサイズに挑戦

▲ 次々と寒ブリをさばく熟練
の技を見物しながら、お目当
てのブリを品定めする来場者

▲午後から行われた魚さば
き体験。さばやイカなどを
職人の手ほどきを受けなが
らさばきました

　能登の寒ブリを県内外にアピールする「寒ぶりまつり」は 1月 16日、
宇出津商店街特設会場で開催されました。会場には新鮮な寒ブリを求
めて約 3,000 人が来場。刺身やブリ大根、寒ブリのどんぶりなど、さ
まざまなブリ料理を味わっていました。
　メーンの寒ブリ解体では、この日宇出津港で水揚げされたばかりの
寒ブリ約 100 本が職人たちの手で次々とさばかれ、飛ぶように売れて
いました。

寒ぶりまつり

冬の味覚の王様、寒ブリに舌鼓
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まちからのお知らせ＆ニュース

【能登町役場】☎62-1000（代）　

能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　収納対策室☎62-8506
    環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　海洋深層水対策室☎62-8533
　会計課☎62-8509

柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503

　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
　　
議会庁舎　議会事務局☎76-8310

子ども手当

能登町労働保険緊急助成金

文化財防ぎょ訓練

青年国際交流事業

電子証明書

地上デジタル放送

お知らせ

お知らせ

消防

お知らせ

お知らせ

お知らせ

子ども手当の支給日が近づいてきました

「醸しの里」をキーワードに地域おこし

3月31日までに申請手続きをお願いします

文化財保護のために各種訓練を実施

青年国際交流事業に参加しませんか

電子証明書の有効期限は3年間です

町民税非課税世帯に簡易チューナーを
無償給付します

問町民課   ☎ 62-8500

　子ども手当の支給は 6 月・10 月・2 月の年 3 回で、
2 月分は 2 月 15 日㈫に支給予定です。通知書は送付
しませんので入金の確認をお願いします。
※注意：子ども手当の給付をよそおった「振り込め
詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。厚生
労働省や地方自治体などがＡＴＭの操作をお願いする
ことは絶対にありません。不審な電話がかかってきた
り、郵便などが届いた場合には、役場や警察署にご連
絡ください。

　事業主が納めている雇用保険料の一部を助成する能
登町労働保険緊急助成金交付の申請はお済みですか。
本年度分の申請締切りは平成 23 年 3 月 31 日までと
なっています。まだお済みでない場合は、忘れずに申
請手続きをしてください。

〈対象〉能登町に事業所（営業所）があり、労働保険料（雇
用保険料）を納めている事業主
※船員保険の被保険者、国・市町から補助金などを
受けている団体、農協・漁協・森林組合、病院・医院、
金融機関のほか、税などに未納がある場合は助成を受
けられません。

〈助成額〉平成 21 年度分の保険料のうち、従業員に
係る事業者負担額の 100 分の 20 以内

〈申請手続き〉ふるさと振興課、柳田・内浦サービス室、
支所・出張所に備えてある申請書に必要事項を記入し、
平成 21 年度分の納入通知書と領収書および確定保険
料（平成 22 年度納入通知書）のわかる書類の写しを
添付して申請してください。

〈注意事項〉
①町から各事業所への案内通知などはありません。
②この助成制度期間は、平成 23 年度までです。

　1 月 26 日は「文化財防火デー」。昭和 24 年に法隆
寺の壁画が焼失したことをきっかけに制定され、全国
各地でさまざまな取り組みが実施されています。
　能登町では、1 月 23 日に平等寺（寺分）で文化財
防ぎょ訓練が行われ、消防署員、消防団員らが消火活
動を実施しました。
　訓練に先立ち、施設の防火点検、初期消火訓練、避
難行動訓練も行われ、関係者らは万が一の場合の行動
確認し、防火意識を高めていました。

　内閣府では、将来を担う国際感覚豊かな青年を育成
するため、さまざまな国際交流事業を実施しています。
現在、平成 23年度の
○国際青年育成交流
○日本・中国青年親善交流
○日本・韓国青年親善交流
○青年社会活動コアリーダー育成プログラム
○世界青年の船
○東南アジア青年の船
事業の参加青年を募集しています。
問内閣府子ども若者・子育て施策総合推進室国際企画
担当☎ 03-3581-1181　http://www.cao.go.jp/koryu/
または石川県国際交流課☎ 076-225-1382 まで

　公的個人認証サービスの電子証明書の有効期間は、
発行の日から３年間です。有効期間が満了すると電子
証明書が失効し、国税の申告などの行政機関への電子
申請ができなくなります。
　既に失効している人で再び発行を希望される人は、
新規発行の手続き
が必要です。
　有効期間満了間
近の人で更新を希
望される人は、更
新手続をお願いし
ます。

○有効期間の確認方法
　次のいずれかの方法で確認できます。
・電子証明書の写し（電子証明書発行時にお渡しした
紙）での確認
・公的個人認証サービス利用者クライアントソフトの
「証明書表示ツール」による確認

○更新手続のとき、持参していただくもの
・住民基本台帳カード
・本人確認の書類 ( パスポート・免許証・許可証など
顔写真付きの公的証明書 )
　※顔写真付き住民基本台帳カードをお持ちの場合、
本人確認書類は不要です。
・発行手数料（500 円）

○発行窓口・提出先
町民課（能都庁舎）

※注意事項
　住所の変更など電子証明書の記載事項に変更が生じ
た場合は、3 年以内であっても失効します。
　電子証明書の有効性確認は、公的個人認証サービス
ポータルサイトの「オンライン窓口」でも行うことが
できます。

○支援の対象世帯
・世帯全員が町民税非課税の措置を受けている。
・地上デジタル放送がまだ視聴できていない。
・NHK と放送受信契約を結んでいる。
○支援の内容
・簡易なチューナーを 1 台お住まいへ配送します。
　※取り付けやアンテナ工事などはご自身で行う必要
　　があります
・設置方法や操作方法の電話でのサポートがあります。
○申請手続き（平成 23 年 7 月 24 日まで：消印有効）
・申請書は役場各サービス室、支所出張所に配置して  
   あります。
・住民票、町民税非課税証明書が必要となります。発
   行手数料は支援対象外です。

〈申請および問い合わせ先〉
総務省　地デジチューナー支援実施センター
　☎ 0570-023724（ナビダイヤル）

☎ 043-332-2525（ナビダイヤルが使えない場合）

問健康福祉課   ☎ 72-2512

地域づくり総務大臣表彰ニュース

　本年度の地域づくり総務大臣表彰の個人表彰を受け
た数馬嘉雄さん＝宇出津＝が昨年 12 月 24 日、役場
能都庁舎を訪れ、持木町長に受賞の喜びと今後の抱負
を語りました。
　数馬さんは「いしり」のブランド化に取り組んだほ
か、魅力あふれる能登の人々を紹介した「能登人」を
発刊。東京からの地酒列車運行、能登の地酒や食材が
売りである銀座の居酒屋「のとだらぼち」の経営など
に果敢に挑んでいます。
　今回の個人表彰には７人が選ばれており、県内から
の入賞は初めて。珠洲市の大野長一郎さんも一緒に受
賞しています。

問ふるさと振興課   ☎ 62-8532

「受賞はみんなの力。これからも能登をアピールしていきたい」
と持木町長に語る数馬さん

消火活動を実施する消防団員と消防署職員

202011.2  № 7221

２月の納期税金

固定資産（都市計画）税第４期、国民健康
保険税第８期の納期限は2月28日㈪です



【入札結果】
12月16日～1月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

能登町立能都中学校移転改築に伴う旧宇出津高等学
校解体工事（1 工区） 藤波 教育委員会事務局 31,080,000 円 鈴平建設㈱

能登町立能都中学校移転改築に伴う旧宇出津高等学
校解体工事（2 工区） 藤波 教育委員会事務局 24,601,500 円 須美矢建設㈱

能登町立能都中学校移転改築に伴う旧宇出津高等学
校解体工事（3 工区） 藤波 教育委員会事務局 31,657,500 円 ㈱鼎建設

柳田地区　簡易水道再編推進事業　
舗装本復旧工事（重年・米山地内） 柳田 上下水道課 17,640,000 円 島屋建設㈱

町道 2 級宇出津 8 号線　道路災害復旧工事 宇出津 建設課 12,915,000 円 鈴平建設㈱

柳田地区　笹川工区　排水路整備工事 笹川 農林水産課 11,655,000 円 北能産業㈱

町道 2 級笹川十郎原 1 号線　道路改良工事（舗装工）
その 2 十郎原 建設課 12,285,000 円 島屋建設㈱

町道 1 級神和住柳田 1 号線　道路改良工事（舗装工） 柳田 建設課 9,187,500 円 丸建道路㈱

町道 2 級小木市之瀬 1 号線　道路改良工事（舗装工） 市之瀬 建設課 8,662,500 円 ㈱ソテック

普通河川山崎川　河川災害復旧工事 程谷 建設課 5,040,000 円 ㈱橋本建設

町道鈴ヶ嶺 10 号線　災害防除工事 鈴ヶ嶺 建設課 12,915,000 円 ㈲モアグリーン

町道 1 級笹川宇出津 1 号線　道路改良工事（舗装工） 上町 建設課 15,750,000 円 北川ヒューテック㈱

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。　　　問監理課☎62-8504
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は
中
ち
ゅ
う
ご
く国

や
台た
い
わ
ん湾

の
旧
き
ゅ
う

正し
ょ
う
が
つ月

で
、
中ち
ゅ
う
か
け
ん

華
圏
で
最
も
っ
と
も
重
じ
ゅ
う
よ
う要
と
さ
れ
る

祝し
ゅ
く
さ
い
じ
つ

祭
日
で
す
。

　

国こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う

際
交
流
に
興き
ょ
う
み味

の
あ
る
人ひ
と

や
、

い
ろ
い
ろ
な
国く
に

の
人ひ
と

と
話
は
な
し

を
し
て
み

た
い
人ひ
と

は
、
お
気き
が
る軽
に
ご
参さ
ん
か加
く
だ

さ
い
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
体た
い
け
ん験

を
紹
し
ょ
う
か
い介

　

昨さ
く
ね
ん年

12
月が
つ

15
日に
ち

に
開ひ
ら

か
れ
た
第だ
い

4

回か
い

サ
ロ
ン
で
は
、
国こ
く
さ
い際
協
き
ょ
う
り
ょ
く力
機き
こ
う構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青せ
い
ね
ん
か
い
が
い

年
海
外
協
き
ょ
う
り
ょ
く力

隊た
い
い
ん員

と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
活
動
し

た
宇う

し

つ

出
津
出し
ゅ
っ
し
ん
身
の
滝た
き
か
わ川
麻ま

い衣
さ
ん

▼

滝
川
さ
ん
の
同
級
生
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係

　

者
も
参
加
し
た
第
4
回
サ
ロ
ン

H23 年能登町成人式より
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「
広
報
の
と
」

石
川
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル（
広
報
紙

町
の
部

）

6
年
連
続
の
最
優
秀
賞

石川県広報コンクール 全国広報コンクール
広報紙（町） 一枚写真 組み写真 広報紙（町村） 一枚写真 組み写真

平成18年 最優秀賞 優秀賞 最優秀賞

平成19年 最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞 佳作 4席

平成20年 最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞

平成21年 最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞 入選

平成22年 最優秀賞 優秀賞 入選

平成23年 最優秀賞 最優秀賞 5月発表予定

　

県
内
市
町
の
広
報
活
動
の
向
上
を

目
的
に
、
石
川
県
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
石
川
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
。
平

成
23
年
の
審
査
が
1
月
20
日
に
行
わ

れ
、
翌
21
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、能
登
町
広
報
紙「
広

報
の
と
」
は
、
広
報
紙
町
の
部
で
6

年
連
続
の
最
優
秀
賞
、
組
み
写
真
の

　
　
　

部
で
も
最
優
秀
賞
と
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。

　

広
報
紙
で
最
優
秀
賞
と
な
っ
た
の

は
22
年
12
月
号
。
限
界
集
落
を
テ
ー

マ
に
、春
蘭
の
里
の
取
り
組
み
を「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
と
題
し
て
特
集

し
た
も
の
で
す
。組
み
写
真
の
部
は
、

22
年
11
月
号
の
「
合
鹿
椀
」
特
集
の

2
ペ
ー
ジ
。復
元
の
技
を
テ
ー
マ
に
、

7
枚
の
写
真
で
職
人
の
作
業
現
場
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
2
点
は
、
㈳
日
本
広
報
協
会

が
主
催
す
る
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

に
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
す
。

平成 22 年 12 月号

平成 22 年 11 月号
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中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
62
ー
３
４
５
８

2 月の新刊案内

　KAGEROU　齋藤智裕　
　誇り　今野 敏、東 直己、堂場瞬一 
　純恋　新堂 冬樹 　
 

行事あんない

　■おはなし会　　　12 日㈯・16 日㈬ 14:30
　■おはなし学習会　  9 日㈬ 19:30
　■おはなし勉強会　20 日㈰ 13:30 
　■読書会　　　　　23 日㈬ 13:30

〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:00　◆休館日  月曜日、第３日曜日
4 日㈮ 10:30　★ふれあいタイム　※ 18 日㈮も
5 日㈯ 10:30　こどもクッキング（要予約）

13 日㈰ 13:30　子ども大会（詳しくは左記ページを確認）
16 日㈬ 15:30　トランプ大会
22 ㈫～ 25 日㈮　石雛作り
25 日㈮ 10:30　★身体計測

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日
2 日㈬ 15:00　節分ミニお茶会

10 日㈭ 15:30　ペン上手（硬筆学習）※ 25 日㈮も
11 日㈮ 12:00　「おはなし会とランチ」～のり巻きに挑戦～ ※ 材料費 100 円
16 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「アリスの会によるお楽しみ会」
19 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
23 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「大なわとび」

○輪島あえの風冬まつり
　2 月 11 日㈮～ 2 月 20 日㈰

〈見所〉期間中、さまざまな行事（輪島塗あり
がとう市、輪島ごっつお祭、輪島朝市感謝祭、
食談義、にぎわい大市）が行われる、冬のビッ
グイベントです。詳細についてはお問い合わ
せください。
問輪島あえの風冬祭り実行委員会　
　☎ 0768-22-7777

 ○食祭「珠洲まるかじり」 
　2 月 27 日㈰　10:00 ～ 15:00

〈見所〉会場の飯田町商店街、飯田わくわく広
場に、加能ガニのカニ汁や能登杜氏のできた
て新酒約 40 銘柄を用意。家族そろってお越し
ください。

○「一川明宏と和楽器アンサンブル」　
　2 月 20 日㈰ 14:00 ～

〈場所〉のとふれあい文化センター・ラベンダー
ホール

〈見所〉日本の伝統楽器（三味線・胡弓・箏）の
個性を生かし、幅広い分野の曲目を演奏しま
す。入場無料です。ぜひお越しください。

能登町からは「アマメハギ」を紹介。

輪
島
市

珠
洲
市

穴
水
町

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
　団などからの報告により掲載しています。

 坂ものがたり 
  ■ 藤原緋沙子  

 　 四つの坂を舞台に、毎日をてい
　ねいに誠実に生きる人々の想いを

　  温かくつづる連作短編集。 

 人生の終いじたく
  ■中村メイコ
　家族に残しておきたい言葉は？
親 し い あ の 人 と は ど う 別 れ る
の？中村メイコの爆笑遺言エッ
セイ。 

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

能登町民卓球大会参加者募集
〈日時〉2 月 20 日㈰　9:00 ～
〈場所〉内浦体育館
〈参加資格〉町在住・在勤者、または

通学者で小学生以上
〈参加費〉小学生・親子ダブルス：無料

　　　　  中学生以上：300 円
〈種目〉男女別個人戦（小学生、一般

の部）　親子ダブルス戦（小学生とそ
の父親か母親）

〈申込期日〉2 月 15 日㈫　午後 5 時
※親子ダブルスは当日申し込み可

〈申込先〉各体育館
問町卓球協会事務局
　小畑（町監理課）☎ 62-8504

第 6 回町民バドミントン大会参加者
募集

〈日時〉3 月 20 日㈰　8:30 ～
〈場所〉能都体育館
〈参加資格〉町在住・在勤者
〈参加費〉小学生の部：500 円

　　　　  学生・一般の部：1,000 円
〈種目〉小学生の部（ダブルス）学生

の部（中高生男子ダブルス、中高生女
子ダブルス）一般の部（ダブルス）

〈申込期日〉3 月 12 日㈯
〈申込先〉各体育館、かんまち接骨院

問かんまち接骨院☎ 76-0090

第 17 回石川県マスターズ水泳選手権
大会（11/28）
年齢区分 55 ～ 59 歳

〈25m 自由型〉①土合洋
〈50m 自由型〉①土合洋
〈25m バタフライ〉②土合洋

年齢区分 30 ～ 34 歳
〈25m 自由型〉②浜上将志

■能都中学校
全能登新人大会

・野球（10/2・3）

②能都中学校
・バスケットボール（10/23・24）
③能都中学校

・バドミントン（10/9）
①能都中学校

〈男子ダブルス〉①紙子恭輔・隅屋太
郎　②安孫周・勘平凌我

〈女子シングルス〉③蒲田瑞季

石川県中学生バドミントン 1 年生大
会（11/20）
③能都中学校

〈男子シングルス〉③紙子恭輔　③隅
屋太郎

〈男子ダブルス〉③安孫周・勘平凌我
③中前康太郎・乙川一馬

忘年将棋大会（12/25）
〈A 級〉①西尾勇　②垣内芳明　③北

浜一明　③下飼進一郎
〈B 級〉①正田裕　②綱屋保治　③北

村利夫　③脇坂辰也

新春将棋大会（1/15）
〈A 級〉①国谷修一　②正田裕　③林

誠　③井道信吉
〈B 級〉①刀井秀一　②脇坂辰也　③

綱屋保治　③山下武司

2 13日
13:30 ～ 15:30
こどもみらいセンター

内容：・バルーンアートデモンストレーション
　　　・バルーンアート教室　・お楽しみ抽選会
対象：町内在住の幼児（年中）～中学生
申込：申込書を各学校、保育所（園）または町子ども会連
　　　合会事務局まで提出してください
締切：平成 23 年 2 月 1 日㈫
■問い合わせ　
　町子ども会連合会事務局（町教育委員会事務局内）
　TEL：72-2509　FAX72-2393

斎藤 敏枝（さいとうとしえ）
【講師プロフィル】

1965 年福井県生まれ。北陸を中
心に出張教室やバルーンショー
を手がけるなど、その活躍はマ
スコミからも注目されている

2425
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健康福祉課 ☎ 72-2504健康福祉課 ☎ 72-2504

☎ 62-1311
http://www.hospitalnet.jp/

診療情報は、病院ホームページで確認できます。

2 月 28 日㈪：12:30 ～ 16:30　
3 月 　1 日㈫：　9:00 ～ 12:00　
　　　　　　  13:00 ～ 15:00

献血のお知らせ

■子ども予防接種期間中、受付時間を延長
　3 月 1 日から７日は、子ども予防接種期間です。この週間は
予防接種に対する関心を高め、予防接種率を向上させることを
目的としています。期間中は、通常診療の時間に予防接種を受
けることができない人に配慮し、下記のとおり受付時間を延長
します。

接種日 受付時間 予約締切日

3 月 1 日㈫    9:00 ～ 11:00
14:00 ～ 19:00 2 月 25 日㈮3 月 2 日㈬

3 月 3 日㈭    9:00 ～ 11:00

3 月 4 日㈮

   9:00 ～ 11:00
14:00 ～ 15:00

2 月 28 日㈪

3 月 5 日㈯ 3 月 1 日㈫

3 月 6 日㈰ 3 月 2 日㈬

3 月 7 日㈪    9:00 ～ 11:00
14:00 ～ 19:00 3 月 3 日㈭

■血圧計を設置しました
　

　外科受付前に自動血圧計を設置しました。使い方は腕を通し
てスイッチをいれるだけです。健康管理にお役立てください。

■糖尿病・内分泌外来診療日の案内
　糖尿病のコントロールや治療が必要と判断された人、高脂血
症などの人を対象に専門医が精密検査や治療を行います。内
科までお越しください。
　2 月の診察日：14 日㈪、28 日㈪
　3 月の診察日：14 日㈪、28 日㈪

公立宇出津総合病院
だより

公立宇出津総合病院
だより

乳児健診・BCG接種
〈日　時〉3 月 10 日㈭　
〈受付時間〉12:45 ～ 13:00
〈場　所〉能都庁舎  1 階集会室
〈対象児〉

平成 22 年 10 月 11 日～ 11 月 30 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、

　　　　　BCG 予診票、  バスタオル
〈担当医〉乳児健診：公立宇出津総合病院小児科医師

　　　　  BCG 接種：千間医師

1歳6カ月児健診
〈日　時〉3 月 17 日㈭〈受付時間〉13:00 ～ 13:15
〈場　所〉能都庁舎  1 階集会室
〈対象児〉平成 21 年 7 月 1 日～ 8 月 31 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票
〈担　当〉医師、歯科医師、歯科衛生士、保健師、栄養士、

　　　　  保育士、言語聴覚士

3歳児健診
〈日　時〉2 月 3 日㈭〈受付時間〉13:00 ～ 13:15
〈対象児〉平成 19 年 11 月 20 日～ 12 月 31 日生まれ
〈場　所〉能都庁舎  4 階大集会場
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、採尿容器
〈担　当〉医師、歯科医師、歯科衛生士、保健師、栄養士、 

　　　　 保育士

離乳食教室～離乳食開始から２回食まで編～

　参加を希望する人は、2 月 10 日㈭までに健康福祉課へ申
し込みください。参加は無料で身体計測もできます。

〈日　時〉2 月 16 日㈬〈受付時間〉10:00 ～ 10:20
〈場　所〉こどもみらいセンター 
〈持ち物〉母子健康手帳・エプロン、スプーンなど
〈担　当〉保健師・栄養士

　塩辛は家庭や地域によって、いろいろな作り方があ
ります。今回は「能登町農林水産物加工開発センター」
の塩辛レシピを紹介します。

〈材料〉
・いか　6尾
・塩　　いかの身の重量に対し約 5％
・わた　6尾に対し 2尾分
　　　　（好みで増やしてください）
・焼酎　適量（なくてもよい）
　
ゆずや麹

こうじ

は食べる時に
好みで加えましょう。

〈作り方〉
①いかの胴を腹から開き、わた（内臓）をつぶさないよ
　うに、げそ（足）をはがす。
②胴の骨をとり除き、きれいに水洗いする。（余分な水分
　を除く）
③わたについている墨袋をとった後、げそからわたを包
　丁で切りとる。
④わたに軽く塩をして、余分な水分をキッチンペーパー
　などでとる。縦に切り目を入れて中身をかき出し、塩
　少々と焼酎（わたが浸るくらいの量）を加え、ミキサー
　にかける。
⑤乾燥した胴を、長さ 5㎝幅 5㎜ぐらいに切って容器に
　入れる。塩をふってよく混ぜる。
⑥上記にいかの約 1/3 の量のわたを加えよく混ぜ合わせ、
　涼しいところに保管する。
⑦ 1日 1回混ぜ、約 5～ 10日で食べごろになる。

　　レシピ提供　「能登町農林水産物加工開発センター」

【レシピ 9】 　いかの塩辛

能登北部医師会休日当番医（2 月）　9:00 ～ 12:00

2 月 6 日㈰ 2 月 11 日㈮ 2 月 13 日㈰ 2 月 20 日㈰ 2 月 27 日㈰

生垣医院
（能登町柳田）

☎ 76-0001

持木メディカル
クリニック

（能登町宇出津）
☎ 62-1210

あいずみクリニック
（珠洲市飯田町）

☎ 82-0002

はしもとクリニック
（能登町崎山）

☎ 62-8300

井端内科医院
（珠洲市宝立町）

☎ 84-2535

舩木クリニック
（輪島市釜屋谷町）

☎ 0768-23-0866

大和医院
（輪島市門前町）
☎ 0768-43-1323

粟倉医院
（輪島市町野町）
☎ 0768-32-0018

伊藤医院（喜）
（輪島市門前町）
☎ 0768-42-0262

永井医院
（輪島市鳳至町）
☎ 0768-22-0032

　※都合により当番医が変更になる場合がありますので、あらかじめ電話してから受診してください。

小木支所

内浦庁舎

　献血された血液は、赤血球・血小板・
血漿などの輸血用血液製剤として使
われるほか、血漿はその中の特定の
タンパク質を抽出・精製した血漿分
画製剤の原料としても使用されてい
ます。

献血された血液のゆくえ

　子ども支援、子育てのお話です。お父さん、お母さん、
おじいちゃん、おばあちゃん、気軽に参加してください。

〈日　時〉3 月 5 日㈯　13:30 ～ 15:00
〈場　所〉能都庁舎  3 階研修室
〈内　容〉「子ども育ては未来育て」
〈講　師〉依田  秀任（よだひでとう）氏

　　　　  （児童健全育成推進財団事務局長）

2011.2  № 7227
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有料広告

   お  知  ら  せ

県政モニターを募集しています

　県民参加による開かれた県政を推
進するため、県が行う広聴活動に積
極的に参加し、県政に提言などを行
う県政モニターを募集します。

〈募集人数〉30 人　
〈委嘱期間〉

平成 23 年 4 月～平成 25 年 3 月まで
〈募集期間〉1 月 7 日㈮～ 2 月 23 日㈬
〈 応 募 資 格 〉県内在住の満 20歳（平成

23年 4月 1日現在）以上の人
〈申し込み〉応募用紙に必要事項を記

載し、下記まで送付してください。
〈申込締切〉3 月 31 日㈭

問県県民交流課広報広聴室
　  ☎ 076-225-1362

森林国営保険に加入しませんか 

　森林国営保険は、火災・風害・水害・
雪害・干害・凍害・潮害・噴火災で受
けた森林被害を損害額に応じて保障す
る制度です。　
○森林所有者は誰でも申し込み可
○契約は１年単位で希望期間を選択可
○樹種、林齢、面積には制限はなし　
※全く手の入らない天然林や竹林は
　加入できません。
問森林組合能登支所　☎ 62-0231
　　　　　柳田事業所☎ 76-1231
奥能登農林総合事務所☎ 0768-26-2322

・林業地区座談会
　新たに始まる「森林・林業再生プラ
ン」事業の説明と、森林組合の事業取
り組みについて説明します。　

○ 2 月 2 日㈬   9:30 ～
〈場所〉野田集会場〈対象〉柳田地区

○ 2 月 7 日㈪   9:30 ～
〈場所〉森林組合能登支所
〈対象〉宇出津・三波・神野・高倉・

内浦地区
○ 2 月 7 日㈪   13:30 ～

〈場所〉瑞穂地区生活改善センター
〈対象〉鵜川・瑞穂・山田・宮地・柏木・

爼倉地区
問森林組合能登支所　☎ 62-0231
　　　　　柳田事業所☎ 76-1231

  講  座・講  習

一人一人の就職活動をサポート

　ジョブカフェ出張相談 in 能登町
　 就 職 支 援 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル

「ジョブサポーター」が個別相談、応
募書類の書き方や面接対策など、一人
一人に合ったサービスや情報を提供し
ます。ご利用は無料です。　

〈日時〉    2 月 10 日㈭   9:30 ～ 12:30
〈場所〉役場能都庁舎 1 階
〈対象〉就職や仕事の相談を希望する

35 歳未満の人や再就職を目指す女性
問ジョブカフェ石川能登サテライト 
　☎ 0767-53-7070

海洋ふれあいセンターへ行こう

「能登のおいしい海藻」
　さまざまな海藻を磯で観察し、能登
の代表的な海藻料理などを紹介。

〈日時〉2 月 19 日㈯  13:30 ～ 15:30
〈場所〉のと海洋ふれあいセンター
〈定員〉20 人（小学校以下の人は保護

者同伴でお願いします）

〈参加費〉500 円（高校生以上は 700 円）
問のと海洋ふれあいセンター
　☎ 74-1919

福祉関係の就職を希望する人へ

　「福祉しごとガイダンス」を開催。
勤務内容など、複数の事業所の担当
者と直接面談してみませんか。

〈日時〉2月 11日㈮ 13:00～ 16:00
〈場所〉石川県地場産業振興センター
〈対象〉福祉・介護の仕事を希望する人

※参加は無料、事前申し込みも不要です。

問県福祉人材センター
　☎ 076-234-1151

「町おこし」の話を聞きませんか

　高齢者、障害者、住民が共に働ける
場を作り、町おこしをしている四国の
お話です。入場は無料です。

「誰もが楽しく暮らせる地域づくり」
〈日時〉3 月 5 日㈯  13:30 ～
〈場所〉珠洲商工会議所
〈講師〉長野敏宏氏（愛媛県御荘病院長）

問実行委員会事務局　☎ 84-1511

  募　集

放送大学の 4 月生を募集します  

〈対象〉15 歳以上なら 1 科目から入学
できます。18 歳以上で大学入学資格
を持っている人は無試験で入学可。

〈申込期限〉2 月 28 日㈪
〈大学説明会〉10:30 ～ 12:00

2月5日㈯・6日㈰、19日㈯・20日㈰
問放送大学石川学習センター
　☎ 076-246-4029

里山マイスター養成プログラム

　特別聴講生を募集します。環境配慮
型の農林漁業やアグリビジネス、グ
リーンツーリズム型観光、里山保全な
どについて座学と実習を通じて学びま
せんか。

〈期間〉平成 23 年 4 月～平成 24 年 3 月
隔週金曜日・毎週土曜日

〈 会 場 〉 金 曜 日： 能 登 空 港 18:20 ～
19:50　土曜日：金沢大学里山マイス
ター能登学舎（珠洲市三崎町）9:00
～ 16:00

〈申込期限〉2 月 28 日㈪
〈選考方法〉書類審査、面接
〈提出書類〉履歴書、志望動機（1000

字程度）
問金沢大学地域連携推進センター
　☎ 076-264-6698

  相　談

能登法律相談センターの相談日 

〈2 月〉3 日、10 日、17 日、24 日（木曜日）
〈時間〉13:45 ～ 16:15（要予約）
〈場所〉穴水町保健センター
〈申し込み〉相談日前日の午後 5 時ま

でに電話で予約ください。
〈相談料〉30 分以内：5,000 円

問金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

心配ごと相談をご利用ください 

■能都庁舎
　9 日㈬ 10:00 ～ 12:00
■鵜川公民館
　18 日㈮ 10:00 ～ 12:00
■笹ゆり荘

　8 日㈫、22 日㈫ 10:00 ～ 12:00
■内浦福祉センター
　10 日㈭ 13:30 ～ 15:30
■小木支所　
　21 日㈪ 13:30 ～ 15:30
問社会福祉協議会 ☎ 72-2322

行政相談委員が相談に応じます

　暮らしの中のさまざまな困り事につ
いて、総務大臣から委嘱された行政相
談委員が無料で相談に応じます。ぜひ
ご利用ください。

〈相談時間〉 10:00～ 12:00
会場 日程 相談員

笹ゆり荘 2月15日㈫ 廣橋相談委員
☎ 76-0831

鵜川公民館 2月18日㈮ 吉岡相談委員
☎ 67-1920

問総務課 ☎ 62-8510

　　　問能登警察署・能登防犯協会
 　☎ 62-1334

○地域別最低賃金（すべての労働者に適用）

最低賃金
時間額（円） 改正発効日

686 円 H22.10.30

○特定（産業別）最低賃金
適用業種 時間額（円） 改正発効日

繊維工業 716 円 H22.12.31

機械器具
製造業 811 円 H22.12.31

自動車
製造業 811 円 H22.12.31

電気機械器具
製造業 754 円 H22.12.31

百貨店
総合スーパー 766 円 H22.12.31

　　問石川労働局 ☎ 076-265-4425

最低賃金改正のお知らせ

能登空港 2 月イベント ◎おらが故郷 お国自慢　
　2 月   6 日㈰ 14:00 ～　
　出演：弁天夢太鼓保存会
　2 月 20 日㈰ 14:00 ～　
　出演：大念寺八幡太鼓・鼓友組
◎のっぴーグラスをつくろう  ※参加無料
　2 月 13 日㈰ 10:00 ～ 15:00　対象：幼児から小学生以下（50 人限定）
◎能登空港小学生書道作品展　　展示期間：2 月 16 日㈬～ 28 日㈪

問能登空港賑わい創出実行委員会 ☎ 0768-26-2303
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　県広報コンクールで 6 年連
続の最優秀賞。日ごろから広報
の取材に快く応じてくれる皆さ
ん、広報紙を読んでくれる皆さ
んに改めて感謝しています。
　もちろん広報紙の目的はコン
クールに入賞することではあり
ません。「読んでもらい情報を
伝える」ことです。手にとって
もらえるような写真、読む気に
させるレイアウトやキャッチコ
ピー、読みやすく分かりやすい
文章―は「伝わる広報」のため。
これからも「伝える力」を磨い
ていきたいと思います。
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蔵人見習い

金七美貴子さん

きんしち・みきこ（33 歳）松波
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い
人
に
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日
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有料広告
創　立

10 周年記念 教育ローン
キャンペーン実施中！

実施期間 2010年10月1日 

▲   2011年7月31日

キャンペーン
最優遇金利

キャンペーン
基準金利変動

年 年～
※別途、保証料年0.5％が必要です。　※上記金利は、2010年10月1日現在適用中。

●ご融資額　最高 1,000 万円　●ご返済期間　最長 15 年
●ご返済方法　毎月返済又は毎月返済・ボーナス返済の併用

北陸ろうきん　珠洲支店　☎ 82-6111

有料広告

こ せ き

の ま ど

12/15 ～ 1/14

人口（人） 20,925 － 36
男 9,837 － 23
女 11,088 － 13

世帯数（戸） 8,017 －   7

外国人登録者（人） 218
男 142
女 76

（前月比）
◉人口・世帯数 平成 23 年 1 月 4 日現在

個人情報保護のため、本人・ご家族の
希望があったものを掲載しています。
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